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　㈱和漢薬研究所・カポニー産業㈱様は、1995年から今日まで20年間、（公財）国際緑化推進センター
を通じて、ミャンマー、インドネシア、ベトナム、マレーシアで植林協力活動を行い、その植林面積は
210ha、榛名湖（高崎市）の湖面面積の約 1.7 倍に達しています。このように長期間にわたる海外植林
協力の活動は、一民間企業の例としては特筆すべきものです。
　また、同センターの過去23年間の植林実績面積は東南アジア5カ国で約8,000haに及び、炭酸ガス
の吸収、水資源の涵養、国土保全など地球環境・地域環境の改善に貢献すると同時に、植林を地元住民
の手に委ねることで、住民の所得向上、植林技術・環境知識習得の機会を与え、森の守り手としての住民
の存在を高めてきています。
　この植林実績はわが国の団体、企業、個人等の多数の関係者の理解と協力のもとに寄せられた浄財の賜
物です。特に開発途上国の農山村は資金、人材、インフラ整備などが限られていて、住民が貧困から抜出
せない状況にあります。こうしたなかで日本の協力による植林活動は、車に例えるなら発進のスターターの
役割を果たし、やがて植林された木が成長し収穫されて住民の所得となり、その一部が次の植林に投資され、
習得した植林技術・知見を用いて住民自ら継続的な植林と収穫を実施できる状況、いわば住民自身で自動
車を運転していける状況を作り出す糸口となるもので、現に多くの終了プロジェクトで住民自身による再植林
が行われてます。
　植林協力は、地味で時間もかかる国際協力ですが、21世紀の人類の喫緊の課題とされる地球環境・地
域環境改善への貢献とともに、恵まれない人々に焦点を当てた人道支援の側面を併せ持ち、幅広く相手国
の関係者の日本・日本人に対する尊敬と友好の絆を深める力をもっています。
　まだまだ多くの開発途上国・地域でわが国の植林活動と森林保全への協力が待ち望まれています。多く

の皆様の力が結集されてこの意義深い
「緑の国際協力」が一層進むことを
願っています。
元（公益財団法人）国際緑化推進センター専務理事

林　久晴

ネイチャー

ウォッチ
【東南アジア編】

とびらの言葉

――あなたこそ主治医――

　自分のことは自分が一番よく知っている、自分を知っているのは、自分以外にはな
い筈です。
　健康もそうで、健康は私たちの生活そのものによって創られるのです。私たちの健
康はお医者さんが創るのでも、薬剤師さんが創るのでもありません。あなたの健康は、
あなたの生活、あなた自身が創るよりほかありません。すなわち、あなたの主治医は
あなた自身であります。あなたの主治医としてのあなたと共に、健康のことを考え、
健康を創る資料を提供するために生れたのが本誌です。その意味で、いささかでもあ
なたのパイロットの役をつとめることができれば幸せです。

（昭和 36 年創刊時の言葉より）
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